
日本語教育大会ウェブ大会

地方公共団体と日本語教育の専門性を有する機関との連携

ー地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業における連携事例

生活日本語コース

公益財団法人 大阪国際交流センター 木下 和子

独立行政法人 日本学生支援機構 磯田 郁子



事業概要説明

【事業名】

生活日本語コース運営事業

事業目的

国際化の進展とともに、大阪で
生活する外国人が年々増加し
ているが、これら外国人が快適に
安心して暮らせるように、最低限
必要な日本語の会話能力の習
得と日本語の理解を高める。

事業効果 実施形態

本事業の実施により、大阪

で生活する外国人が快適で
安心できる日常生活を維持

することができるものと期待

される。

「生活日本語コース実施にかか
る合意書」に基づき、公益財団
法人大阪国際交流センターと
独立行政法人日本学生支援
機構大阪日本語教育センター
との共催で行う。
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事業内容説明
生活日本語コース運営事業

実施時期
（令和４年度）

・春季コース（51日間）
2022年4月25日（月）～ 2022年7月8日（金）
・秋季コース（51日間）
2022年8月23日（月）～ 2022年11月8日（火）
・冬季コース（51日間）
2022年11月28日（月）～2023年2月28日（火）

※実施期間中、土日祝日と学校行事・冬休みなど
にあたる日は休講

※夕方クラスのみ、上記の各期間中火曜・木曜実施

クラス編成
（各コース共通）

・午前3クラス「初級①」「初級②」「中上級③」
･･･月曜日～金曜日10：10～12：00

・午後3クラス「初級④」「中級⑤」「中上級⑥」
･･･月曜日～金曜日13：10～15：00

・夕方クラス「初級⑦」
･･･火曜日・木曜日16：10～18：00

※定員各13名

実施場所 大阪市天王寺区上本町8-3-13
独立行政法人日本学生支援機構
大阪日本語教育センター

受講対象者 日本語が話せない外国人
（原則として大阪府下に在住又は在勤の
中学校卒業以上の外国人）

受講料 各コース一律 1人当り30000円（教材費含む）
※夕方クラスのみ1人あたり12000円

役割分担 【（公財）大阪国際交流センター】
・経費負担（分担金 2022年度予算 700,000円
・事業広報（HP等を含む）

【大阪日本語センター】
・経費負担（分担金以外の全経費）
・受講者申込受付、授業、報告書作成 など



組織概要
独立行政法人日本学生支援機構大阪日本語教育センター

JASSOの目的は、独立行政法人日本学生支援機構法に
おいて、「我が国の大学等において学ぶ学生等に対す
る適切な修学の環境を整備し、もって次代の社会を担
う豊かな人間性を備えた創造的な人材の育成に資する
とともに、 国際相互理解の増進に寄与すること」と規
定されています

独立行政法人日本学生支援機構
（Japan Student Services Organization）

略称 JASSO（ジャッソ）

大阪日本語教育センター
東京日本語教育センター

大阪日本語教育センターの前身は、昭和31年6月に創設された「財団法人関西国際学友会」です。昭和45年に大阪府の
各種学校の認可を得て、大阪初の日本語学校が開校されました。平成6年度からは国費留学生の受入れを開始し、多く
の国・地域の留学生が学んできました。



実施内容
大阪日本語教育センター

◆進学課程１年半コース １クラス

（2021年10月入学）

◆進学課程１年コース ７クラス

（2022年４月入学）

◆進学課程１年半コース ３クラス

（2022年10月入学）

※クラス数は2022年度の開講クラス数

◆生活日本語コース
2022年度受講生

24の国と地域 216名
（うち大阪在住のウクライナ避難民 30名）

生活日本語の授業

＊会話中心

日本語を使っていろいろな生活上の行為がで
きるようになることを目指す。どの場面でどのよ
うな日本語を使うかを学ぶ。

進学課程の授業

＊専門学校、大学、大学院への進学を目指す。
＊日本留学試験（ＥＪＵ）対策
＊日本語能力試験（ＪＬＰＴ）対策



体制
大阪日本語教育センター

日本語教員数 39名 生活日本語 担当教員16名
(2022年度冬季コース)

◆コロナ禍をきっかけに来校での申し込みからオンラインでの申し込みに変更。
申込者多数の場合は抽選。１回目の受講者を優先し、２回目以降は定員に空きがあれば
受講可能。

◆レベル・時間帯毎の申込人数を踏まえ、大阪国際交流センターと協議の上、クラス編成は
柔軟に対応。

◆生活日本語コース担当の常勤教員がコースの進度やクラスの状況を把握し調整。



意義
大阪日本語教育センター

「外国人が快適に安心して暮らせるように、最低限必要な日本語の会話能力の習得と日本語の理解を高める」ことを
目的とする生活日本語コースは、JASSOの目的の一つ「国際相互理解の増進に寄与する」ことと合致するものであり、
地域振興等の観点からも大阪国際交流センターとの共催事業の実施は意義深いものであると考えています。

◆学習環境として適当な日本語学習の
場所を安定的に確保できない

◆夜間に日本語学習の場所や機会が少
ないため, 就労者等は日本語学習が
十分でない。

◆日本語を学習したいが小さい子供が
いるなどで学校に通うことが困難

●日本での生活のスタートアップに
あたり、必要最小限の日本語の習得
をサポート

●大阪国際交流センターとの連携で
安価で質の高い授業の提供

●オンラインの活用により家庭・職場
にいながら学習

●友人を作る場・情報交換の場として
の日本語教室

▶



生活日本語授業の様子
大阪日本語教育センター

冬季コースから対面の授業を再開

ウクライナ避難民の方の体験授業



大阪日本語教育センター

オンラインの授業

オリジナル教材を使用

生活日本語授業の様子

（初級・中級用） 「毎日話そう日本語」
（中上級用） 「15のつぶやき」



大阪日本語教育センター

生活に必要な場面での学習項目 ～目次～

生活日本語授業の教材

（初級・中級用） 「毎日話そう日本語」 （中上級用） 「15のつぶやき」



専門性が生かせている点

大阪日本語教育センター

◆経験豊富な日本語教師による生活者としての
外国人のニーズに応じた授業の提供

◆多国籍の学習者に対するクラス運営に対応できる
教員が豊富

◆ニーズに合ったオリジナル教材の作成


	スライド 1: 日本語教育大会ウェブ大会
	スライド 2: 事業概要説明
	スライド 3: 体制図
	スライド 4: 事業内容説明
	スライド 5: 組織概要
	スライド 6: 実施内容
	スライド 7: 体制
	スライド 8: 意義
	スライド 9: 生活日本語授業の様子
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12: 専門性が生かせている点

